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決算説明レポート

◼ 2023年10月期 業績サマリー

•売上高31.7億円。営業利益4.5億円。売上高は業績予想をわずかに下回るものの、営業利

益は業績予想を上回る結果となった。

•人員増強や知識と情報の共有による営業体制強化、設備投資による生産機能拡大、中量

産型の印刷案件やオーダーグッズ制作等の新規事業展開、ARの技術を使った新たなサービス

の提供を積極的に推進した。

◼ 2024年10月期 業績予想と今後の取り組み

•着実な成長を目指し、引き続き、シェア拡大、機能拡大、領域拡大の３つの成長戦略を継続

することで、売上高は過去最高を更新する34.0億円、営業利益は4.9億円を予想。

•期末配当金は7円増配の50円を予想。

◼ アフターコロナを見据えた成長戦略を着実に実行し、売上高は過去最高を達成

•アフターコロナを見据えて着実な成長を図るため、シェア拡大、機能拡大、領域拡大の３つの戦

略を着実に実行した結果、売上高は過去最高を達成した。

•主力で利益率の高いインクジェットプリントの受注が好調に推移し、営業利益も前期比20.2％

アップと大幅な増益となった。
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株式会社ビーアンドピー代表取締役の和田
山でございます。
本日は、当社2023年10月期決算説明をご

視聴いただき、誠にありがとうございます。
それでは、当社2023年10月期決算説明を始
めさせていただきます。

本日はご覧の5つのトピックスに合わせま
してご説明させていただきます。
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はじめに2023年10月期の業績サマリーを
ご説明申し上げます。
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2023年10月期の実績は、売上高31億7,400

万円、前期比8.9％増収、営業利益4億5,200

万円、前期比20.2％増益、当期純利益は3億
円、前期比24.8％増益となり、売上高は過去
最高を記録し、営業利益、その他各段階利益
とも大幅な増益となりました。
当期の業績のポイントをご説明いたします。
当社はアフターコロナを見据えて着実な成

長を図るため、シェア拡大、機能拡大、及び、
領域拡大の３つの戦略を実行した結果、売上
高は案件の期ずれがあり業績予想をわずかに
下回ったものの、利益率が高いインクジェッ
トプリント の受注が順調に推移したことや、
M&Aの実行時期のずれにより関連費用が発
生しなかったこと、生産現場での人員配置の
適正化が進み労務費が予想を下回ったことに
より、営業利益は業績予想を上回る結果とな
りました。
営業体制については、主要な事業拠点であ

る大阪、東京、横浜の各エリアでは、営業人
員の増強を積極的に進めるとともに、情報や
知識の共有・連携を強化することにより人材
育成効果の最大化を図ると同時に、顧客満足
度の向上に努めた結果、新規顧客、既存顧客
ともに堅調に推移いたしました。
生産体制については、高収益体質の生産体

制の構築に向けた投資として、５月に横浜と
大阪において最新カットマシーンの増設を実
施し、生産機能の拡大及び生産効率の向上を
実現しました。
また、デジタル領域への取り組みとして、

本年6月に株式会社OnePlanetとAR技術に関
する業務提携を行い、セールスプロモーショ
ン事業における新たなサービスとして
「Promotion AR」を開始しました。東京
ビッグサイトで開催された「販促EXPO
【夏】」への出展を通じて多くの来場顧客に
対して本サービスを体験していただき、プロ
野球のイベントで活用していただく等、積極
的な提案活動や付加価値を高めるための機能
拡大を進めており、将来に向けた成長投資を
積極的に行いました。
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次にＰ/Ｌのサマリーです。
先ほどご報告いたしましたように、当期の

売上高は31億7,400万円、営業利益は4億
5,200万円、経常利益以下はご覧の通りとな
りました。利益率が高いインクジェットプリ
ントの受注が順調に推移したことや、生産現
場での人員配置の適正化が進み労務費が抑制
できたことにより、営業利益率は14.2％まで
上昇いたしました。 

財務指標に関しては、強固な財務基盤を維
持しております。一方、自己資本利益率は
9.9％となっており、今後も資本効率を意識
して同程度の率を維持していきたいと考えて
おります。
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続きまして、各四半期の売上の推移でござ
います。
当期におきましては、顧客ニーズに合わせ

た幅広い営業展開により、良好な業績進捗と
なりました。当社の顧客特性上、第2四半期
および第4四半期に売上が拡大する傾向があ
りますが、四半期単位では、全四半期におい
て各前年同期を上回る好調な推移となり、通
期では過去最高の売上高となりました。

次に5年間の業績推移でございます。
当期は営業体制強化、業務効率化や生産性

向上などの各種取り組みの実行により、売上
高は過去最高を更新し、利益率は14.3％まで
上昇しました。 
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次に利益増減分析についてご説明申し上げ
ます。
当期は営業力強化による大幅な増収に加え、

コスト意識の定着、生産効率化への注力が功
を奏し、営業利益は前期に比べて7,500万円、
20.2%の大幅な増益となりました。 

次に貸借対照表の各数値でございます。 
前年期末に比べて、特段大きな変動はなく、

引き続き強固な財務基盤を維持しており、自
己資本比率は82.4％となっております。
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次に2024年10月期の取り組みについてご
説明いたします。

Ⅱ 2024年10月期の取組み

当社は、デジタル技術の進歩による広告媒
体の変化への対応として、「リアルとデジタ
ルの領域から販促・マーケティングをワンス
トップでサポートする」ことを目指して各種
取り組みを実行してまいりました。

2024年10月期においても着実な成長を図
るため、これまで培ってきたモノづくりの技
術やノウハウを活かして、①シェア拡大、②
機能拡大、③領域拡大の３つの戦略を重点項
目として掲げ、継続して着実に実行いたしま
す。
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シェア拡大戦略については、主力の大阪、
東京において営業エリアの拡大を行います。
特に市場規模を考慮すると受注拡大の余地が
大きい東京地区において、営業人員を増強し
て新規顧客獲得活動を強化し、顧客占有率の
向上を目指します。名古屋、福岡、京都につ
いては顧客基盤を固めて利益貢献するべく、
シェア拡大を目指します。また、2025年の
大阪・関西万博の販促広告需要の獲得を、重
要課題として進めてまいります。 

機能拡大については、デジタルサイネージ
事業をデジタルクリエイト事業に名称変更し、
従来のハード機器販売、動画配信システムの
提供に加えて、ARを使った付加価値サービ
スの提案を積極的に行うとともに、顧客の販
促活動をDX化するためのデモ用動画やARの
作成を行います。 
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領域拡大については、オーダーグッズ制作
事業で蓄積した制作実績を活かして知的財産
コンテンツの分野への本格展開を目指します。
また、新規事業についてはこれまで専任営

業が独自で営業活動を行ってまいりましたが、
今後はその経験やノウハウを全営業担当に共
有し、専任営業に加えて全国の拠点の営業担
当が新規事業商材の提案を行い、さらなる拡
販を進めます。

SDGsの推進のため、エコ商材として顧客
からの関心が高い、環境に配慮した素材を
使った商品の販売体制を強化いたします。 
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ウェブプロモーション事業については、こ
れまでのECサイト運営のノウハウと実績を
考慮した結果、WEB集客活動に経営資源を
集中することとし、当社が得意とする対面営
業によるリピート受注の獲得に繋げることに
より、新規顧客獲得活動をサポートします。 
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次に今後の成長ビジョンについてご説明い
たします。
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当社では、2023年10月期より事業の再編
を行い、取引先に複数商材、ソリューション
をワンストップで提案できるように、セール
スプロモーション事業、ウェブプロモーショ
ン事業の２区分に再編し、顧客特性に合わせ
た事業区分として当社サービスの拡大に努め
てまいりましたが、今後はウェブプロモー
ション事業は、WEB集客活動に経営資源を
集中させ、当社が得意とする対面営業による
リピート受注の獲得に繋げることにより、新
規顧客獲得（かくとく）活動をサポートする
マーケティング活動に注力してまいります。

M&Aは、今後の当社のさらなる成長及び
企業価値の向上を実現させるためには、非常
に重要な戦略と考えております。引き続き社
内で編成したM&Aのプロジェクトチームに
よる各種情報収集や調査を積極的に行い、当
社の事業との相乗効果、成長性、利益率等の
観点から投資案件の調査を進めてまいります。 
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次に2024年10月期の業績予想と株主還元
方針についてご説明いたします。
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2024年10月期の業績予想は、売上高34億
円、前期比7.1％の増収、営業利益4億9,200

万円、前期比9.0％の増益、その他各段階利
益につきましてもご覧の通り増益を計画して
おります。
業績予想の前提条件についてご説明いたし

ます。国内の経済状況は、資源価格の高騰や
円安の進行等の懸念材料があるものの、消費
活動の拡大やインバウンド需要の拡大等によ
り回復傾向が続くものと想定されます。
当社を取り巻く経済環境は新型コロナウイル
ス感染症の影響から回復しており、2024年
10月期においても、状況に大きな変化はな
いものと考えます。
当社は着実な成長を図るため、先ほどご説

明いたしました①シェア拡大、②機能拡大、
③領域拡大の３つの戦略を掲げ、着実に実行
いたします。この結果、通期の売上高は、前
期に続き、過去最高の更新を想定しておりま
す。
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2024年10月期の配当計画は、7円増配の50

円といたします。
今後とも、経営基盤の強化を最優先とし、将
来の成長のための投資資金を考慮の上、株主
還元を実施してまいります。
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最後に参考資料です。

こちらは、当社の事業概要を示しておりま
す。
企業理念は「より良い働きを通じて全従業

員の物心両面の幸せを創造し社会へ貢献す
る」でございます。当社は、より良い働きを
通じてお客さまへ最高のサービスを創り出し、
すべての従業員、及び、その家族の「経済的
安定」「精神的な豊かさ」、そして「働きが
い」を追求し、幸せにします。
また、会社が成長していくことで、ステー

クホルダーとしての株主価値も最大化されて
いくと考えております。人と企業の成長を支
え、世の中の人々が豊かに生活できる社会づ
くりに最大限貢献してまいります。
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次に当社の拠点についてご説明いたします。
主要拠点といたしましては大阪本店、東京本
社、さらに国内最大規模のインクジェット生
産体制を有する横浜ファクトリーでございま
す。東京にはショールームを併設しており、
最新のデイタルサイネージ機器やオーダー
グッズ製品など弊社商品をご覧いただけます。 
また、名古屋営業所、福岡営業所は、一層

の顧客開拓を進めており、昨年11月に開設し
ました京都営業所とともに、将来的には主要
拠点と同等の規模まで成長させる考えでござ
います。

次に当社の事業KPIについてご説明いたし
ます。
 当社のKPIは、顧客数×リピート頻度×単価
でございます。より多くのお取引先様に繰り
返し利用していただき、常に付加価値の高い
商品・サービスを提供し続けることが会社を
成長させる重要なポイントであると考えてお
ります。
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こちらの写真は国内最大規模のインク
ジェット生産拠点である横浜ファクトリーで
ございます。他の拠点も同様に都心の拠点に
多数のインクジェットプリンターを設置し、
短納期のサービスを展開しております。

次に私どもが保有する生産設備のうち、主
要なものを記載させていただいております。
設備の台数、種類は業界の中ではトップクラ
スでございます。
ご覧のようなインクジェットプリンターや

加工設備を100台近く保有しており、24時間
生産体制にてお客さまへ高品質な商品を短納
期でお届けするサービスを展開しております。
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デジタルクリエイト事業は、デジタルサイ
ネージやコンテンツ配信システム、ARなど
様々なデジタルソリューションで顧客のDX

化をサポートします。

当社は、AR技術を活用した様々なソ
リューションを提供する株式会社OnePlanet

と業務提携し、セールスプロモー ション事
業における拡張現実（AR）技術を活用した
新たなサービス「Promotion AR」を開始し、
ARを使った付加価値サービスの積極的な提
案を進めております。
「Promotion AR」は、当社が制作する販促
広告物との親和性が高く、広告物の付加価値
を高めることができることから、本サービス
をセールスプロモーション事業の大きな販促
ツールに成長させサービスを拡充してまいり
ます。
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当社が運営するサインディスプレイ専門サ
イト「インクイット」では、24時間生産体
制の強みを活かした短納期対応で最新インク
ジェットプリンターで制作するハイクオリ
ティな広告印刷物の販売サービスを展開して
おります。
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最後は免責事項といたしまして、将来の見
通しに関する注意事項を記載させていただい
ております。

2023年10月期の決算説明は以上でござい
ます。最後までご視聴いただき、誠にありが
とうございました。
この動画に関するご質問がございましたら、

こちらに表示されておりますメールアドレス
までご質問をお送りください。
今後とも当社へご支援を賜りますよう、よ

ろしくお願い申し上げます。
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